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大学院修士学位論文題名一覧　―― 平成 30 年度 ――

―― 仏教学研究科 ――

《仏教学》

高見　彰浩	 『中論』第 24 章の研究―二諦説を中心に―

《梵文学》

前田真悠里　　　AbhisamayamanJarī の研究

児玉　瑛子　　　『廻諍論』の研究：ニヤーヤ学派との論争を中心として

《天台学》

関　　孝英　　　『普通授菩薩戒広釈』の研究

筒井　教恵　　　上州榛名神社における神仏習合の研究

　　　　　　　　―満行権現を中心として―

雨宮　大祐　　　奈良期から平安初期における護国思想について

　　　　　　　　―「護国三部経」の成立を中心に―

《豊山学》

小林　諒盛　　　『声字実相義』の研究―主要概念の展開を中心に―

鈴木　健司　　　『大日経広釈』第 1 章「心の差別を説く章」に見られる唯

識思想の研究

赤穂　秀法　　　明治期真言宗における安心の研究

川田　雄亮　　　『大日経』「具縁品」に説かれる灌頂の研究

　　　　　　　　―漢訳文献を中心として―

髙野　智史	 『般若心経秘鍵』註釈類の研究

《智山学》

青木　　徹　　　不空訳『十一面観自在菩薩心密言念誦儀軌経』の研究
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金城　　礼　　　『金剛頂瑜伽護摩儀軌』の研究

疋田　　秀　　　浄厳述『臨終大事影説』の研究

磯　　親徳　　　『大日経疏』における真言の研究

《浄土学》

坪川　崇人　　　『妙貞問答』の研究

伊川　英里　　　法然上人の教えに基づく宗教的ケア

神尾　泰彦　　　『選択集大綱鈔』の研究

白石　祐也　　　弁栄上人の研究

林田　徹順　　　『観念法門』の研究

―― 人間学研究科 ――

《社会福祉学》

弓　　　晶　　　中国都市部社区における高齢者居宅サービスに関する研究

　　　　　　　　―日本の高齢者居宅サービス導入の可能性の検討―

羽毛田幸子　　　被疑者・被告人段階にある高齢者や障害者等の福祉的支援

に関する研究

　　　　　　　　―東京都内の職能団体等の取り組みを中心に―

大洞菜穗美　　　社会福祉法人における地域貢献活動取組みに関する検討

　　　　　　　　―豊島区内で高齢者施設を運営する法人に焦点をあてて―

《臨床心理学》

鈴木　史菜　　　頭痛と自傷行為の関連―心的要因を含めての検討―

阿部　萌依　　　両親間の DV 傾向と大学生のレジリエンスとの関連

伊藤　遥香　　　性指向アイデンティティの形成過程と支援グループ体験

井内　智子　　　職場の人間関係内で生じた怒り感情の変容過程

　　　　　　　　―若手社員へのインタビュー調査から―

河村　美紀　　　方面隊を異にする異動をする陸上自衛隊員のストレスとそ

の反応に影響を及ぼす能力について
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久保田春菜　　　自閉症スペクトラム特性をもつ子どもの母親の気づきについて

　　　　　　　　―気づきから相談・受診に至る感情体験―

熊谷　有未　　　家族間のあいさつ行動の頻度と家族機能および自尊感情の関連

小林　真冴	 ADHD 当事者のライフストーリーに関する研究

　　　　　　　　～ ADHD 特性の捉え方に注目して～

坂田　寛介	 大学生を対象にした性の多様性教育

　　　　　　　　―セクシュアルマイノリティに対する態度や知識の変化―

清水　　楓　　　つきまとい被害における心理的傷つきとその変容過程

對馬　杏奈	 親密な夫婦関係の維持

　　　　　　　　―インタビュー調査から分析するその要因と工夫―

羽田野　輝	 新型うつと将来展望の関連およびそのもち方の検討

平子安香音　　　被養育体験が大学生の情動制御・統制と精神的健康・適応

感に与える影響について

井水　智愛　　　成人期の口唇口蓋裂患者における疾患や自己の受容について

枝川由香利　　　うつ病患者における病識・疾病認識の変容プロセス

　　　　　　　　―リワークプログラムを利用して復職した 8 事例の検討から―

海老原　翠	 親密な二者関係で生じる葛藤の種類の検討

　　　　　　　　〜境界例心性高・低群の比較〜

村川　健介	 精神医学的診断がつくことは人に対する評価や態度に影響

を与えるか

中森　祥文	 職場における自閉症スペクトラムを有する人のメンタルヘ

ルスに関する研究―対人関係トラブルに注目して―

松本　浩一	 傾聴場面で生じる誤解

　　　　　　　　―心理臨床初学者に聴く，その要因や背景―

飯塚　祐子	 中学校通常学級に在籍した特別支援生徒について保護者と

学校（教師）の合意形成のプロセスに関する研究

《人間科学専攻》

大槻　麻綾　　　日常的な景観のオルタナティブな保全方法

　　　　　　　　―神奈川県真鶴町の「美の基準」を事例として―
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―― 文学研究科 ――

《宗教学》

松平　寛正　　　教科書の中の宗教知識―明治期を中心に―

渡邉　龍彦　　　戦後地域社会における葬儀の変容と念仏講

　　　　　　　　―旧栃尾市を事例に―

《西洋哲学》

坂場　　優　　　レヴィナスにおける責任概念について

《史学（日本史）》

髙橋　宏之　　　黒曜石の流通からみた縄文時代中期の社会構造

生山　優実　　　縄文時代前期末の気候変動期における社会変化

尾崎　　奏　　　松沢求策の研究

井沼雄太郎　　　立憲政友会における田中義一総裁の支持基盤

大類　優汰　　　戦国大名長尾上杉氏の研究

落合　彩乃　　　大政翼賛会における地方行政組織の運用

　　　　　　　　─内務省との機能的関連を中心に─

《史学（東洋史）》

宮　　　晨　　　北宋時代の対外観─宋遼関係を中心に─

《国文学》

栗田　智昭　　　武田泰淳研究

《比較文化》

緒方　　誠　　　人間とロボットの関係―『エクス・マキナ』を中心に―


